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米国の環境政策 とバ イオ ・エタノール産業の成長
野 口 義 直
は じ め に
ここ20年間,世 界最大の石油消費国であ る米国において,ト ウモ ロコシを主
原料 とず るバ イオ ・エ タノールの消費量の増加が顕著 であ るP。バ イオ ・エ タ
ノー ルの主た る用途 は,ガ ソ リンを代 替す る自動車燃料であ る。現在,世 界 一
のバ イオ ・エ タノー ル燃料の消費国は年 間40億ガロ ンを消費す るブラジルであ
り,米 国は年間11億ガロンを消費 して第二位であ る、,とはいえ,米 国の 自動車
燃料市場は,年 間1700億ガロンのガ ソリンを消費す る世界最大 の石油製 品市場
であ り,エ タノー ル燃料 に対す る潜在的需要 は大 きい。
地球環境 問題 が クローズア ップされ る現在,化 石燃料 を代替す る再生可能燃
料 として,バ イオ燃料が注 目を集めてい る。特 に地球温暖化 ガス排出量削減 と
い う観 点か らは,植 物 の成長過程 で二酸化炭素 を吸収す るこ とか ら,化 石燃料
か らバ イオ燃 料へ の転換 は合理 的な もの と考 え られ てい る2)。2001年に米 国
ジ ョー ジ ・W・ ブ ッシュ政権は地球温 暖化 防止条約か ら離脱 したが,仮 に米国
が 同条約 にとどまったな ら,バ イオ ・エ タノール燃料 に対 す る需要がさ らに増
大 した ことは容易 に推測 で きる、








した にす ぎない。20世紀初頭.ヘ ンリー ・フ ォー ドはバ イオ ・エ タノー ル燃料
を自動車燃料 として想定 していたが,石 油 メジャーを中心 とす る石油精製 産業
が ガソリン生産 を担い,自 動 車用燃料市場 を独 占 してきた。そ して,1980年代
初頭 にな って漸 く,穀 物 メジャーのアーチ ャー ・ダニエ ルズ ・ミッドラン ド社
(ArcherDanielsMidlaIldCo.;以下,ADM社 と略 称 す る)や カー ギ ル社
(CargillCo.)を中心 とす るアグ リビジネス(農 業関連産業)が バ イオ ・エ タ
ノー ルの製造 を開始 し,自 動車用燃料 市場 への参 入を果 た した。それ以来,米
国にお けるバ イオ ・エ タノールの製造量は着実 に仲 びている。本稿の課題 は.
米国バ イオ ・エ タノー ル産業の成長の諸条件を解明する ことで ある。
アグリピジネス研究 によれば,そ の一つ の条件は,米 国連邦政府 によるアグリ
ビジネス企業へ の支援政策である。米国の穀物 メジャー ・カーギル社が 川下事業
への多角化戦略 をすす める際に成長分野 となったのが トウモロコシのウェ ット・
ミリング(湿 式粉砕)加 工部門であ ったが,そ の主力製品の一つ となったのが バ
イオ ・エ タノー ル燃料で あ った31。オ イルシ ョックを契機 として,連 邦政府 は
バ イオ ・エ タノール燃料 を中東産輸 入原油 を代替す る国産エ ネルギーの一つ と
して位置づ け,補 助金助成や燃料税 減免 な どの手段 を通 じて,積 極的な同産業
の保 護育成政 策をすす めて きた。補助金給付が,ト ウモロコシ生産農家ではな
く,バ イオ ・エ タノール燃料 を製造す るア グリビジネス企業 に向けられてい る
ように,こ の政策は大手 アグ リビジネス企業 の事業支援 の性格 を もつ。
本稿で,米 国バ イオ ・エ タノール産業の成長の もう一つ の条件 として注 目す
るの は,米 国連 邦政 府 の実 施す る環境 政策,と りわ け大 気清 浄化法(Clean










大気 汚染 を解決す るため にガソリンの品質を規制 してお り,こ れが 自動車用燃
料 の市場構造 を変化 させ る要因 とな っている。
大気清 浄化 法の展開 には大 きく二つ の画期 があ り,そ れぞれ バ イオ ・エ タ
ノール需要 を創出 し,増 加させる条件 となってい る。概括 しておけば以下のよ
うになる。
第一 の画期 は,1970年大気清 浄化法修 正法(CleanAirActAmmendments
{)r1970,以下,1970年法 と略称す る),有 名なマ スキ」法 の成立であ る,,1970
年法は,自 動車 産業 に対 して,」 酸化炭素,窒 素酸化物,硫 黄酸化物 などの排
気 ガス中の有害物 質の除去 を要求す る。同時 に,環 境保護庁(EnvirOm・ental
ProtectionAgencylEPA)に対 して 自動車 用燃料 を規制す る権 限 を定 めてお
り,EPAは これ に基づ いて,ガ ソ リンの無鉛化政策 をす すめた。バ イオ ・エ
タノールは,鉛 を代替す るオク タン価 向上剤 としてEPAに 認可 され,ガ ソリ
ンヘ の添加が開始された.
第二 の画期 は,1990年大気 清浄化法修正法(CleanAirActAmendrnentsof
1990,以下?1990年法 と略称す る)の 成立であ る。1990年法 は,自 動車 の排気
ガス浄化 のためにガ ソリン規格の制定 にまで踏み込み ,大 気汚染 の深刻 な地域
に 対 して,含 酸 素 ガ ソ リ ン(oxygen盆tedgasoline:)およ び改 質 ガ ソ リ ン
(ReformulatedGasohne)とい うク リー ン ・ガソ リンの導入 を要求 した。二つ
の ガソリン規格 は,オ ク タン価向上添加剤 として含酸素化合物(oxygenates)
を使 用す る ことを義務 づ けてお り,含 酸素 化合物 の一種 であ るバ イオ ・エ タ
ノールが さらに増大する こととなった、,
以 ドの叙述は次の順 序で行 う。 は じめ に,米 国エ タノール産業 の概観 を与 え
るため,産 業構造,保 護政策 につ いて見てい く(第 皿節)。つ ぎに,大 気清浄
化法の もとでのガ ソリン品 質規制がエ タノー ル需要 に対 してどの よ うな影響 を
与えだのか,検 証 してい く(第 皿節)。
＼要 が あ る。(江 藤 隆 司 『`'1・ウモ ロ コ シ"か う読 む世 界 経 済』 光 文社 ,156-158ペー一ジ、)
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1米 国バ イオ ・エタノール産業の概観
1産 業 構 造
まず,米 国のバイオ ・エ タ ノー ル産業が,1980年以後 に急成長 を遂げた こと
を確認 してお きたい。第1表 は,米 国内のバイ オ ・エ タノー ル燃料製造量の推
移を示 した表である。 エ タノール燃料製造量は,1980年の1億7500万ガロ ンか
ら,2002年には21億3000万ガロ ンにまで増 加 してい る。 この間,一 度1996年に
前年比で生産量 が落ち込むが,そ の後 は順調 な成長 を示 している。
次 に,ア グリビジネスが,米 国のバイオ ・エ タノー ル産業の主 たる担 い手であ
ることを確認 してお きたい。第2表 は,米 国のバイオ ・エ タノール燃料の製造企
業 を生産能力の順に示 した ものであ る。 まず,最 大手のADM社 は,7基 のプラ
ン ト合計で年間10億7000万ガロンのエタノール燃料生産能力 を有する,,これは,
米国のバ イオ9エ タノール生産能力の約四割に相当す る。 トウモロコシ加工業者
であるADM社 は,原 料である トウモロコシの取引業 に進出 して垂直的統合体制
を構築 し,新 興多国籍 アグ リビジネス として台頭 してきた5㌧バ イオ ・エ タノー
ル事業 は,ADM杜 の不可欠の収益基盤であ り,同 社 は,エ タノー ル生産を奨励
す るための優遇税制や助成金を要求 して,最 も積極的にロビー活動を展開してきた。
第三位 のカーギル社 は,年 問1億 ガロ ンの生産能力 を有す る。同杜 は,穀 物
商社 としてス ター トしなが ら加工部 門に進出 して多角化を果た して きた、同社
のエ タノール燃料生産 は,コ ー ン ・ウェッ ト ・ミリング部 門によって担 われて
い る。 コー ン ・ウェ ット・ミリングとは.ハ イブ リ ッド・コー ンを分解 して,
家畜飼料,甘 味料,エ タノールなどの原材料 を生 産す るプロセスであ る。 コー
ン ・ウェ ッ ト・ミリング部 門は,カ ー ギル全体のなか で も最大 の ドル箱 となっ
ているとされてい る6)。
5)冬 木 勝 仁 「米 国 の世 界 農 業 ・食 料 戦 略一NAFTAの 意 味 一 」(中 野 一 新 編 『ア グ リ ビ ジネ
ス論 』 有i斐閣,1998年・,第一・章 〉 を 参照 。
6)ブ ル ー ス ター ・二一 ン,中 野 一 新 監訳rカ ー ギ ルー ア グ リ ビ ジ ネ スの 世 界 戦 略一一 』 大 月 書
店,1997年,42ペ ー ジ。(Kneen,Brewster,1ητ餅 みZ8Gf`・η`'C:83ゆ〃 側`!1`5Tr``π5加`'o・'認■
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カーギ ル社 ll8 4.4 穀物 メジヤー
5000万ガロ ン以 上1億 ガロ ン未満6祉 437 16.1




合 計 2,706.8 483 100.0
出 所:RenewableFuelsAssociati・n、耽 み`～ηo!11'4㍑∬ぴ0'轟o罐2003
,pp.8-9.よ り 作 成 い
また,ド 位 には年間製造量5千万 ガロ ン以 下の比較 的小 規模 な業者が.多 数
存在 してい る。 これ らの過半 は,イ リノイ州 など中西部 コー ンベル ト地帯 の農
場経営者たちが所有す る有 限会社(LLC)で ある。
トウモ ロコシ農場経営者 にとって も,米 国エ タノール燃料市場 はこの20年間
で最 も急速 に成長 した部門であ る。米国エ タノール燃料市場 は,2001年には,
国内飼 料 向 け(58億5000万ブ ッシェル.59%),輸 出 向 け(19億75〔)0万ブ ッ
シェル、2〔)%)に次 ぐ,三 番 目のセ グメ ン ト(6億9000万ブ ッシェル,7%)
となってい る。エ タノー ル燃料 市場 は,ト ウモ ロコシ生産農家 に とって総額30





以上をふまえ ると,米 国のエ タノー ル燃料産業は,ADM社 お よび カーギ ル
社 とい う穀物 メジャーが牽引 しつつ,中 西部 の トウモロコシ農場経営者た ちも
自ら起業 してい るとい う構造が浮 き彫 りにな って くる。
注意 してお く必要が あるのは,米 国バ イオ ・エ タノール産業 においては,石
油企業の側か らの参入 も見 られ,複 雑 な競争の様 相を呈 している ことで ある.
第二位の ウィリアムズ ・バイ オ ・エ ナ ジー(WilliamsBio-Energy)は.総合
エネルギー企業 グループであ るウィ リアムズ(TheWilhamsCompallies,Inc、)
のバ イオ ・エネルギー部 門であ る。 ウィリアムズ社 は,元 来.石 油製品 ・天然
ガス輸 送パ イプラ イン部 門に拠点 を置いて きた。後 に,石 油精製、石油化学部
門な どと並 行 して,化 学部 門の一環 としてバ イオ燃料部 門に も進 出.多 角化 し
た。 ウ ィリアムズ社 は,7社 のバイオ ・エ タノー ル製造企業 とパー トナー シッ
プを結 んでお り,そ れ らを含 めると年間3億ガロ ンのバ イオ ・エ タノール製造
能力 を有 してい る。石油企業 ウ ィリアムズ社 のバイオ ・エ タ ノー ル産業 への参
入は,同 産業 の利潤率 と成長率の高さを表現 してい る といえよう。
石油産業か らの参 入が可能 となったのは,両 産業 ともに大規模化学 プラ ン ト
を操 業す る装 置産業で あるためであ る。生物資源か,化 石資 源由来で あるか と
い う原料 の差 異 はあ るが.炭 化水素 を蒸留 ・精製す る化 学 プロセスの管理で あ
る とい う点で は,両 者の生産過程 は技術的 に共通であ り,広 く見れば化 学産業
の一部門である。 レーガ ン政権 による規制緩和政策後 の米国資本主義の特徴の
一つは,収 益性が高 けれ ば異 なる産業部 門に対 して果敢 に参入す るダイナ ミズ
ムにあ るが,石 油産業 とバ イオ ・エ タノー ル産業 につ いては生 産技術 の共通性
を基礎 と してい る点を見落 としてはならない%
7)Nat玉。nalC。mGmwersAs5。eiati。n,丁加 砿 ・〆∠4`ゾC・"～2002(h廿pl//www・ncgac・m・2002)
8)二 一 ン は,ト ウ モ ロ コ シ 加 工 コ ン ビナ ー トが 「石 油 精 製 施 設 に似 て い る 」 と述 べ て い る。
(二一 ン,前 掲 書 、44ペー ジ,,)
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2オ イルショックとバイオ ・エタノール産業育成政策
米国バ イオ ・エ タノール産業が誕生 した直接 の契機 となったのは,1970年代
の オイル シ ョックであ る。OPEC諸 国に よる油 田国有 化政策 と原 油価格 の高
騰 を受 けて,米 国のエ ネルギー政策担 当部 局で は,中 東輸入原油に対 す る依存
度 を低下 させ るエ ネルギー 自立政策が志 向された。その際に着 目され たのが国
内で豊富 に生産されている トウモロコシを主原料 とす るバイオ ・エ タノール燃
料である。当時,ブ ラジルがサ トウキビを原料 とす るバ イオ ・エ タノール燃料
を生産 し,輸 入原浦 を代替す る政策を とって成功 をおさめていた。 これを受 け
て,米 国で も トウモ ロコシを原料 とす るバ イオ ・エ タノール燃料 の生産が開始
された。
エ タノー ルによって代替 され る石油製品 と して念頭 におかれ たのは
,最 大 の
石油製品市場 セグメ ン トであ る自動車用 ガ ソリン市場であ った。1979年には,
エ タノール燃料の使用を奨励 する農業州(ネ ブラスカ,ア イオワ)に おいて,
10%のエ タ ノー ル と90%のベー ス ・ガ ノ リンとを混 合 した 「ガ ソホー ル」
(gasoho1)の販 売が開始 され ている、,
米国バ イオ ・エ タノール産業の揺藍期においては,連 邦政府のエ ネルギー政
策 が同産業 を保護 し,育 成す る役割 を果た してきた。 オイル シ ョックに よって
原油価格が上昇 していた とはいえ,エ タノール燃料は原 油に対 して価格競争力
が弱か ったためである。具体的 には,以 下で述べる一連 の法令整備 によって,
バ イオ ・エ タノールに対 して免税措 置が採用 され,ガ ソホール普及の条件が整
備 され てい ぐ'),、
まず.1978年エ ネルギー課税法(EnergyTaxAct。f1978)は,10%以上 の
アルコールを含む燃料 に対 して,ガ ソ リンに課せ られていた1ガ ロ ン当た り4
セ ン ト分の消費税 を免 除 した(1984年まで の期隈付 き)。1ガ ロ ンのエ タノー
ルか ら10ガロンの ガ ソホー ルを生産で きるので,エ タノー ル1ガ ロン当た り40




セン トの節 税効果 が生 じる ことになる。 これ によって,粗 製 ガ ソリンにエ タ
ノー ルをブ レン ドして販売す るガソホール業者が増加 し,エ タノー ル燃料普及
の きっか け とな った。 この免 税 の財 源 は道 路信 託 基金(theHighwayTrust
Fし、nd)である。免税 条件 としてア ルコー ルはバ イオ燃 料で ある ことが求め ら
れ,化 石燃料 を原料 としてはな らなか った。
1978年法で は,免 税期限 は一1984年までで あったが,1980年原油棚 ぼた利益 課
税法(TheCru(1(,OilWindfallProntTaxActof1980)におい て,免 税期 限
は1992年にまで延長された。 また,同 法 は,ガ ソホール業者 に対 して所得税 を
控除す る措置 をとった。
1982年陸上輸 送補 助 法修 正法(SurfaceTranceporlationAssistanceActof
1982)は,免税措置 によるガソホー ル支援 をさ らに進 めた。 同法 は,ガ ソ リン
に対す る消費税 を1ガ ロン当た り4セ ン1・か ら9セ ン トに引 き上 げる と同時 に,
ガ ソホールに対す る免税 額を,1ガ ロ ン当た り4セ ン トか ら5セ ン トに引 き上
げた。さ らに,85%以上のエ タ ノー ル燃料(E85)に対 しては,9セ ン ト分を
まるごと免税 した。つ ま り,1ガ ロン当た り消 費税 は,ガ ソリンが9セ ン ト,
ガ ソホー ルが4セ ン ト,E85はOセ ン トとい うことにな る。 また,輸 入 ガソ
リンに対す る関税 は,1ガ ロン当た り40セン トか ら50セン トに引 き ヒげ られ た。
また,1980年エ ネ ルギー安全保 障法(EnergySecurityAclHま,国内 エ タ
ノー ル燃料 の増 産 目標 を設定(1982年末までに年 間9億2000万ガロ ンに,1990
年 まで に国内 ガソ リン市場 の10%にあたる年間100億ガ ロン)し て.包 括 的な
エ タノール産業振興策が とられてい る。,まず,借 入保証.価 格保証 購買 契約
を目的 とす る総額12億7000万ドルの補助金 プロ グラムが組 まれた。補助金は,
農務省 に対 して5億2500万ドル(年 産1500万ガロン以下 のエ タノール生産業者
に対す る補 助金).エ ネ♪レギー省に対 して5億2500万ドル(年 間1500万ガロ ン
以上 のエ タノール生産者 に対する補助金)に 分割 された.ま た,同 法は.エ ネ
ルギー省 内に アル コール燃料部を独立させ,農 務省 によるバイオ ・アルコー ル
燃料研 究 プログラムを紅織 連邦公用車での ガ ソホール利 用を増加 させ るよ う
米国の環境政策とバイオ・エタノール産業の成長(429)59
指示 するなど,多 岐 にわた ってい る。
このように,米 国のバ イオ ・エ タノール産業 は,オ イルシ ョック以後 のエ ネ
ルギー政策の恩恵を受 けてい る、,だが,税 制上の優遇措置を とった として も,
や は りバ イオ ・エ タノー ルは原油 に対 して価格競争力を持 ちえない。で は,エ
タ ノール需要の増 加は何に基づ くのか。実 は,バ イオ ・エ タノールに対す る需
要 の増加 は,単 に輸 入原 油を代替 す る燃料 としての もので はない。それ は,
1970年代 に大気清 浄化法 に基づい て禁 止 され た オクタ ン価 向上添加剤一 鉛
一 を代替す るクリー ンな添加剤 として の需要である。バイオ ・エ タノールは,
ガソリンの オクタン価 向上添加剤市場 において,鉛 を代替 しなが らその シェア
を拡 大 してい く。 そ して,大 気清浄化法 は,鉛 か らバイオ ・エ タノールヘ のオ
クタン価 向上 添加剤 の転換 を促進す る役割を果た してお り,こ れがバ イオ ・エ
タノール需要急増 の条件 となってい る。
II大気清浄化法の下でのエタノール需要の増大
1197D年法とガソリン無鉛化政策
1970年法 に基づ くEPAの ガソリン無鉛化政策 の意義 は,ガ ソリンの オクタ
ン価 向上剤 と してのエ タノール需要を創 出す る役割 を果た した ことであ る。
オ クタン価 とは,ガ ソリンの アンチ ノ ック性能の指標 であ る。通常 販売 され
てい る レギュラー ・ガソリンの オク タン価が90程度,ハ イオク ・ガソリンの オ
ク タン価は100である(リ サーチ法オク タン価〉。粗製 ガ ソリン(ナ フサ)は ,
原油 を分留 すれば得 られるが,オ ク タン価が70程度 と低 く,ガ ソリンとしては
実用性に乏 しい・そ こで,ナ フサ に対 して,オ クタン価 の高 い成分 を混合す る
必要があ る。エ タノールのオク タン価 は115であ り,オ クタン価 向上剤 として
は優 れた特性 を もっている(第3表 を参照)。
高 オクタン価 とい うエ タ ノールの特性 は,従 来か ら知 られた事実であ ったが,
米 国石油精製産業 はオクタ ン価 向上剤 としてエ タノールを使用せず に四エチ ル
鉛 を使用 して きた。四 エチ ル鉛 は,大 手 化学企業 のエチ ル社(EthylCo.)が
60(430〉 第172巻第5・6号
第3表 含酸素化合物の属性
バ イオ ・エ タ ノー ル MTBE
化 学 式 CH3CH20H CH30C(CH3)3
酸素含有率(重量比) 34.73% 18.15%
オ ク タ ン 価 115 110
RVP 蒸 気 圧 18 8




独 占的 に生産 ・販売 して きた。 エチ ル社 は,米 国の 自動車 産業 と石 油産 業の
トップで あ るGM社(GeneralMotorsco叩.〉と,石 油企業の トップのス タン
ダー ド・オイ ル(ニ ュー ジヤー ジー)社(StandardOilofNewJerseyCo,)
が,1920年代 に共 同子会社 と して設立 した企業で ある,.エチル社 は,石 油精製
業者に対 して四エチル鉛 を供給す るとともに,四 エチル鉛 を添加 されたハ イオ
クガソ リンの販売権 をフ ランチ ャイズ して きた。以来,50年間にわ たって,四
エチ ル鉛 は,オ クタン価 向上剤 の業界標準 であ っだ 。)。
バ イオ ・エ タノールは,GM社 とスタンダー ド ・オ イル社 の協調 によ って,
自動車用燃 料市場か ら排除 され て きた とい って よい。 しか し,EPAの ガソ リ
ン無鉛化政策 は,こ の業界標準 を突 き崩 し,新 たな競 争の機 会を与 える ことと
なった。 ガ ソリン無鉛 化政策は,オ クタン価向上剤の不足 か らガソリンの供給
不足 を もた ら し,ガ ソリン価 格高騰 の要閃 とな ったm。 そ こでEPAは,オ ク
タン価向上剤 としてのエ タノー ルの利用価値 に注 日 した。1978年,EPAは,
四エチル鉛 を代替す るオクタン価向上剤 として エ タノー ルの使用 を認め,ガ ソ
リンに対 して容積比10%のエ タ ノー ルの添加 を認可 した。 これ によって,前 述
した ガソホールの販売が許 され ることにな った。
10)拙稿 「米国自動車 ・石油精 製企業のマ スキー法への対応」 『経済論叢』 第168巻第4号.2001年
10月を参照,,
li)「アメ リカの石油精製 停滞の後の拡大」 『Pe甘oleumEconomigt(日本語版)』1979年11月。
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このよ うに,バ イオ ・エ タノールは,中 東原油 を代替す るバイオ燃料 として
で はな く,鉛 を代替す るガ ソリン ・オクタン価向上剤 として有用性 を認め られ,
その市場が誕生 したので ある。
2バ イオ ・エタノール連合とMTBE連合の競争
1970年法に基づ くEPAの ガ ソリン無鉛化政策は,ガ ソリンの オク タン価向
上剤の不足 を もた らし,バ イオ ・エ タノー ル需要が誕生す る契機 となった。 と
はいえ,バ イオ ・エ タノールは,全 面的 に四エチル鉛 を代替 してい ったわ けで
は ない。 とい うの も,石 油 メジャーのエ クソン社 をは じめ とす る大手石油精製
企業は,四 エチル鉛 に代替す るオクタン価向上剤 としてバイオ ・エ タ ノー ルを
使用 しなか ったためであ る,
ガ ソリン無鉛化 の もとで大手石油精製企業は,1970年代 には製油所の二次精
製装置で生産 され る芳香族 を中心 とす る高 オクタン価 ガ ソリン基材を増産 した。
そ して,1980年代か らはMTBE(メ チ ル ・ター シャリー ・ブチル ・エーテル)
を生産 し,四 エ チル鉛 に代わ るオクタン価 向上剤 として使用 した。後述す るよ
うに,芳 香族 系炭化水素の有害性が指摘 され,1990年法 によってその使 用が規
制されるよ うにな ると,大 手石油精製企業はMTB仁 の使用 にます ます依 存 し
てい くこ とになる。
MTBEと は,人 工 的に合成 され たエーテ ルの一種で,自 然界 に は存在 しな
い人工化学物質で あ る。MTBEの オクタ ン価 は110であ り,オ クタ ン価 向上
剤 と して十分使用で きる(第3表 を参照)。また、実 際に,1970年代以来,欧
州 の石 油産業 に おいて オ ク タン価 向上剤 と して使 用 され て きた。EPAは.
1981年には,ガ ソリンに対 して容積比11%のMTBEを 添加す るこ とを認可 し.
1988年にはMTBE添 加率の上限 を15%にまで引 き上げた。
MTBEの 主原料 は天 然 ガス(主 成分 はメ タン)か ら合成 され るメタノー ル
で,石 油 製油 所 内の プラ ン トで生 産す る こ とがで きる。第4表 に,米 国 の



































































































す る ことによって精製マー ジンの増加 をはかったのであ る。
で は,い かな る主体が ガソリンの オク タン価向上添加 剤 としてバ イオ ・エ タ
ノールを使 用 したのだろ うか1、既 に別稿で述べた ように,大 手石 油精製企業 は
製油所 を高度化 し,高 オクタン価 のガソ リン基材 の生産量 を増やす こ とによっ
て,無 鉛化 政策 の下 で もガ ソリン生産 を維持 した。他方で,中 小石油精製企業
は,技 術 的 ・資金 的制約か ら製油所の高度化が困難で あ り,独 力での ガソ リン
生 産が不可能 とな る事態へ と追い込 まれた12}。ここで,自 らの物流 手段 とサー
ビス ・ステー シ ョン網 を もつ ジ ョバー(jobber)と呼 ばれ る ガソリン販 売専 門
業者 が活躍 したi%ジ ョバーは自ら製 油所 を操業す るこ とな く,中 小石 油精 製
企業か ら粗製 ガソ リンを,バ イオ ・エ タノール製造業者か らエ タノー ルを購 入
し,両 者 をブ レン ドして ガソホール として販売 した.ジ ョバーは,税 制面 にお
いて も前述 したバ イオ ・エ タノール産業保護政策の恩 恵を享受す るこ とがで き,
ガ ソホー ル販売量 の拡大 を担 ってい ったのであ る。
したが って,バ イオ ・エ タノー ル市場の形成過程 は,ガ ソ リン無鉛化政策 に
よって苦境 に立 たされた 中小石浦精製企業,バ イオ ・エ タノー ルを生産す るア
グリビジネ入 両者 を媒介す るガソリン販売専 門業者 の三者か らな るバ イオ ・
エ タノール連合の構築であ る。
ここにいた って.ガ ソ リンのオ クタン価向上添加剤 市場 をめ ぐって,大 手 ア
グ リビジネス企業 を中心 とするバイオ ・エ タノー ル連合 と,大 手石油企業 を中
心 とす るMTBE連 合 との間の競争関係が発生 した。両者 の競争は,1990年大
気清浄化法の定 める クリー ン ・ガ ソリン計 画の影響 を受 げなが ら展開 され るこ
とになる。
12〉拙稿1米 国の環境 規制と多国籍石油企業」 『調査 と研究』第24号,20Q2年4刀を参照。




1990年法 は,EPAに 大 気汚 染基 準(NAAQS:theNationalAmblentAir
QuahtyStandards)を定 め る権 限を付与 し,NAAQS基 準 の未達成 地域 に対
して改質 ガソリン計画 と含酸素 ガソリン計画 の導入 を要求 した。
改質 ガ ソリン,含 酸素 ガソ リンとは,含 酸 素化合物 を添加す ることを定めた
ク リー ン ・ガソリン規 格である。含酸素化合物 にはMTBE,ETBE,TAME,
エ タノー ルの四種類が あるが,米 国での使用量の大半 はMTBEと エ タノール
が 占めて い る。含酸素化 合物 の添加 によって,一 酸化 炭素(CO〉,窒 素酸化
物(NOx)な どの排気 ガス 中の有害物質が 減少す る とされて いる。 また,後
述す るよ うに,含 酸素化合物 ぽ有害 な芳香族 を代 替可能であ る。
含酸素 ガ ソリン計画は,排 気 ガス中の一酸化炭素 の削減を 目的 としてお り,
C(:)基準未達成地域 において,冬 期 三 ヶ月以上の期 間,含 酸 素 ガソリンを導入
す る計画で あ る、1992年11月以降に実施されるこ ととされた。
改質 ガソリン計画 は,排 気 ガス中のオ ゾン形成物 質,窒 素酸化物の削減を 目
的としてお り.地 表部 におけるオゾン基準 の未達成 地域 において,通 年で改質
ガ ソリンを導入す る計 画であ る。 この導 入 プログラムは,Phase1(1995年～
1999年)およびPhase2(20(IO年～)に 分かれ てい る。
改 質 ガソリン計 画は,排 気 ガス中の有害化学物 質(toxicchemicals)の量 を
1995年1月以 降に15%,2000年まで に25%削減す ることを要求 してい る。有 害
化学物質 としては,ガ ソリン中のベ ンゼ ンと乏れ を含む芳香族炭化水素(ベ ン
ゼ ン,キ シレン,ト ルエ ン)が 指定 され,ベ ンゼ ンの使用 量 は体積比LO%を
超 えて はな らず,芳 香族全体で は体積比25%を超 えてはな らない との制限が設
けられた,、芳香族は,毒 性,発 ガ ン性,催 奇形性 な どの有 害性 を指摘 され る物
質で あ り,ガ ソリン中の芳香族 による土壌 ・地下水汚染問題 が指摘 され ていた。
1990年法の制定過程 において,議 会で芳香族の有毒性が議 論 され る中では,芳
香 族に代わ るオ クタン価向上剤 として含酸素化合物 の使用が推奨 された。







に限られた。そ して,ガ ソリンのオクタン価向上添加剤市場におけるバイオ ・
エタノール連合とMTBE連合との競争関係が顕在化 した。
4バ イオ ・エ タ ノー ル とMTBEと の 地 域 的市 場 分 割
1990年法 が 制 定 さ れ,ク リ ー ン ・ガ ソ リ ン計 画 が 実 施 さ れ た 結 果,90年 代 を
通 じ て.MTBEと バ イ オ ・エ タ ノ ー ル の 生 産 量 は 一・段 と増 加 し た 。 米 国 に お
け るMTBE生 産 量 は,1990年 か ら1994年の 間 に,年 間13億 ガ ロ ンか ら25億 ガ
ロ ン ヘ と ほ ぼ 倍 増 し,1997年 に は,41億 ガ ロ ンヘ と 増 加 し た141。ま た.エ タ
ノ ー ル 生 産 量 も.1990年 か ら1994年の 問 に,年 間9億 ガ ロ ン か ら14億 ガ ロ ン に
ま で 増 加 し た(前 掲 第2表 を 参 照)。 た だ し,改 質 ガ ソ リ ン計 画(Phase1)が
導 入 さ れ た 翌 年 の1996年に は11億 ガ ロ ン に 減 少 し て い る が,1997年 に は 再 び 増
加 に 転 じ て い る 。2001年の 米 国 ガ ソ リ ン 販 売 量 の 構 成 比 は,一 般 ガ ソ リ ンが
64,6%,含 酸 素 ガ ソ リ ン が3.2%,改 質 ガ ソ リ ンが32.2箔と な っ て い る151。
MTBE需 要 と バ イ オ ・エ タ ノ ー ル 需 要 は,地 域 的 な 偏 在 性 が 認 め ら れ る 。
第5表 は,ガ ソ リ ン 規 制 エ リ ア に お け る 含 酸 素 化 合 物 の 需 要 の 分 布 をPADD






16)PADDとは,国 防上の観点 か らの石抽 ・ガスの行政 区分であ る。PADDl(東海岸地域 。 メ
イ ン州か らフロ リダ州 にか けての17州),PADD2(中西部地域。 イリノイ州.イ ンデ ィアナ州
等 の15州),PADD3(メキシ コ湾 岸地域 。 アラ ・～マ州,ル イジア ナ州等 の6州),PADD4
(ロッキー 山脈地 域。 コ ロラ ド州,ア イダホ州 な どの5州),PADD5(西 海岸 地域 、カ リ/
66(436)第172巻 第5・6号














1,971.4 98.2 35.3 1.8
64.4 11.8 481.4 88.2
395.5 90.5 41.4 9.5
4.6 10.7 38.3 89.3
1,499.3 93.1 111.9 6.9
3,935.2 84.7 708.3 15.3
ベ ー ス ガ ソ リン に添 加 さ れ た オ ク タ ン価 向 上 剤 と して 、(ガソホ ー ル を含 む)
全 米 184.01 24.5 567.2 75.5
ム1一『 計 4,119.2 76.4 1,275.5 23.6
出所:EllegryIllformIlh()nAdmhlistrati(m,ひ5MTBE、Oxygenates,andMo"Gasoline、"2001)、
より作成、
これ によれば,ク リー ン ・ガソリン中の含酸素化 合物 と して は,MTBEは 東
海岸,メ キシコ湾岸,西 海岸地域で使われてお り,バ イオ ・エ タノールは,中
西部お よびロ ッキー山脈地域で使われてい ることがわか る、
ガ ソホー ルは,CO基 準 未 達成 の都 市部 大 気 汚染 地 域 に おい て,重 量比
2.7%の酸素 を含 むガ ソリンとして販売 され る限 りで は含酸 素 ガ ソリンに区分
され,そ れ以外の地域では一般 ガソリンに区分 され る。すなわち,中 西部で は
都市 と農村 の区別 な く,ク リー ン ・ガ ソリンとガソホー ルの区別な く,オ クタ
ン価 向上添加剤 と してバイオ ・エ タノールが使用 されてい る。単に統計上,都
市部の クリー ン ・ガ ソリン中 の含酸 素化合物 と して現 れ るか,農 村 部 の ガソ
ホール中のオ クタン価向上剤 と して現れ るか の違い にす ぎない。
したが って,ア グ リビジネスが拠 点を お く中西部農 業州で はバ イオ ・エ タ
ノー ルが使用 され,大 手石油精製企業が存在す る東西海岸お よびメキ シコ湾岸
諸州ではMTBEが 使用 される とい うよ うに,事 実上,地 域 的な市 場の分割が
なされてい ると見る ことがで きよう、,
＼フォルニア州等西部5州および、アラスカ,ハワイ州の計7州)の五つの地域に区分されている。
米国の環境政策とバイオ・エタノール産業の成長(437)67
バ イオ ・エ タノー ル需 要 は,1990年法 下 において,排 気 ガ スを浄化 す る ク
リー ン ・ガソ リンの添加剤 として,芳 香族 を代替す るオクタン価 向上剤 として,
MTBEと と もに拡 大 して きた。 しか し,エ タノー ル需要 は もっぱ らアグ リビ
ジネスが依拠す るコー ンベル ト地帯,中 西部 に限定 された ものであ った。だが,
90年代 半ばよ り,MTBEに よる環境問題の発生を契機 として,MTBEを 代替
す る唯一の オクタン価向上添加剤 として,バ イオ ・エ タノー ル需要が拡大 す る
流れが生 まれて くる。
5MTBEか らバイオ ・エタノールヘ
1996年,カリフ ォルニア州サ ンタモニ カで飲料地 下水 源か らMTBEが 検 出
された。その原因は ガソリン地 ド貯蔵 タンクか らの ガソリン漏出事故 に よる も
の とされる。MTBEは,水 溶性で強 い異臭 があ るうえに,発 ガ ン性が指摘 さ
れてい る。 これに よって,サ ンタモニカ市民 のうち地下飲料 水に依拠 していた
10万人分の飲料 水が使用不可 能 とな り,住 民 は石油会社 を相 手取 って訴訟 を起
こ した、,サン タモニ カに続 い て各 地 の地 下水 か ら もMTBEが 検 出 さ れ,
MTBEに よる水質汚染問題は全米 にひろが った、,1999年9月,EPAのMTBE
に対す る調査委 員会(BlueRibbonPanelollOxygenatesinGasohne)は,飲
料水汚染防止の観点か ら.ガ ソリンヘ のM皿3E添 加の削減 を勧告す る答 申を
提出 した旦η、,
ガソ リン中のMTBEに よる水 質汚染問題 を受けて,ま ず,1999年3月にカ
リフ ォルニ ア州デー ビス知事(GrayDavis)が.ガソリンヘ のMTBE添 加 を
2002年12月末 まで に禁止す ると発表 した。 さらに,カ リフ ォルニア州 に続いて,
アイオワ.ア リゾナ,コ ロラ ド,コ ネティカ ット,イ リノイ,ミ シガ ン,ミ ネ
ソタ,ニ ューハ ンプ シャー,ネ ブラスカ,ニ ュー ヨー ク,サ ウスダコタ,ワ シ




らに,2001年12月,民主党 は4年 以内 にガソ リンヘ のMTBE添 加 を全米で禁
止す る条項 を含 むエ ネルギー法案(SI766)を提 出 した。今 口,MTBE禁 止
の流れ は,全 世界 的な もの となってい る。欧州では,特 に飲料水 に地下水 を広
く利用 して いるデ ンマー クでMTBEに よる地下水汚染が問題 になって お り,
MTBE使 用禁止 の方 向へ 政府 ・石油業界 双方が動 いてい るE8〉。 また,日 本で
も石油産業 によるMTBEの 自主規制が,2003年に開始 され る運 び となった。
2002年3月に,デ ー ビス知事 は,カ リフ ォルニ ア州で消費される年 間11億ガ
ロ ンのMTBEの 代替 と して,年 問9億 ガロンのエ タノー ルの供給確保が 困難
であ り.MTBE禁 止 に よって ガ1ノリン価格 の高騰 を招 くとして,2004年1月
1日まで禁止 の実 施を延期す る と発表 したゆ。 しか しなが ら,同 州 の大手石油
精製企業で あるエクソン ・モー ビル,コ ノコ ・フ ィリップス,ロ イヤ ル ・ダ ッ
チ ・シェ ル,BPは,既 にエ タノールヘの切 り替えのため に多額の投資 を して
お り,前 倒 しでMTBE禁 止 を実現す る計 画で あ る201。現時点で は,カ リフォ
ルニ ア州 をは じめ全 米規模 でMTBEか らエ タ ノー ルヘ の転 換が進 み,バ イ
オ ・エ タノール消費量が増大す ることは確定的であ る。
バイオ ・エ タノール製造業者が中心 となっている再生可能燃料協 会(Renewable
FuelsAssociation:RFA)は,2012年にはバ イオ ・エ タノー ル消費 量が最 低
40億ガロ ンにまで増 大す る もの と見積 もってい る。 さ らにRFAは,エ ネル
ギー法案 に再生可能燃料の使用基準(RenewableFuelsStandardlRFS)を盛
力 込む ことを 目指 して ロビー活動 を展開 してお り,こ れが実現すれば エ タノー
ル消費量はさ らに拡大す る と見込 まれてい る。
お わ り に
本稿では,米国の環境政策が,ア グリビジネスの収益基盤の一つをなすバイ
18)『朝Ll新聞」2(〕1)1年5月1引r付。
19)森 田裕 二 「米 国 カ リフ ォ ルニ ア 州 のMTBE規 制延 期 の 波 紋 」 『IEFJ』2002年4月.




加剤 としてのバ イオ ・エタノール需要を増大させる方向に作用していた。
それは.有害化学物質規制の過程である。最初に1970年法が鉛(四 エチル




は,ア グリビジネスがガソリン添加剤市場への参入を果た した条件 となってお
り,米国のバイオ ・エ タノール産業の成長の条件となっているのである。
環境問題の観点からは.ガ ソリンのオクタン価向上添加剤 として鉛や芳香族




の自動車用燃料化 という事態をどう評価するのか との指摘 もある2量}。バイオ ・
エタノール燃料使用の是非をめぐっては,今後も議論が必要であろう。
本稿では,政策主体が経済過程に対 して影響をおよぼした側面について分析
した.しか し,現実には,経 済主体が政策過程に対して影響をおよぼす側面 も
存在 している。ユ990年法によって定められた含酸素ガソリン規格,改 質ガソリ




21)rlr野一新 「視点:ク リーンな燃料一 穀物利 用に熟慮必 要」『日本農業新 聞』2000年9月25ロ
付。
